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ヨシキリザメ 大西洋 
（Blue shark Prionace glauca） 

 

 

管理・関係機関 

大西洋まぐろ類保存国際委員会（ICCAT） 

みなみまぐろ保存委員会（CCSBT） 

絶滅のおそれのある野生動植物の種の 

国際取引に関する条約（ワシントン条約：CITES） 

最近の動き 

2022 年 11 月にパナマ（パナマシティ）にて開催された CITES

第 19 回締約国会議（CoP19）において、本種（類似種規定に

よる）を含むメジロザメ科のサメ類の附属書 II への掲載が提案

され、投票の結果、採択された。附属書 II 掲載は 2023 年 11

月 25 日から発効し、本種の魚体、鰭等を含む一切の派生物を

貿易する際は、輸出国による輸出許可書の発給が必要となった。

南北大西洋それぞれの系群の最新の資源評価が 2023 年に行わ

れた。北系群については、漁獲量は総漁獲可能量（TAC）を大

きく下回るものの、TAC で漁獲を続けた場合、10 年後に資源

が神戸プロットのグリーンゾーンにある確率は 3％と評価さ

れた。南系群については、国別割当がない中で漁獲量が TAC 及

び最大持続生産量（MSY）を超過しており、TAC を現行の値で

維持した場合、資源量が急激に減少し、BMSY の 20％未満にな

るリスクが示された。資源評価の結果を受けて、2023 年度の

ICCAT 年次会合において、北大西洋系群については TAC を

30,000 トンに変更すること（我が国の漁獲枠は 3,055 トン）、

南大西洋系群については TAC を 27,711 トンに変更し、主要漁

獲国に国別割当を設定すること（我が国の漁獲枠は 1,520 ト

ン）が決定した。 

利用・用途 

肉はすり身等、鰭はふかひれ、皮は工芸品や医薬・食品原料、

脊椎骨は医薬・食品原料等に利用されている。 

漁業の概要 

ヨシキリザメは全大洋の熱帯域から温帯域にかけて広く分

布し、外洋性サメ類の中で最も資源豊度が高いと考えられてい

る。本種はまぐろはえ縄漁業で数多く漁獲されているが、基本

的には混獲種である。北大西洋の主な漁業国は、スペイン・ポ

ルトガル・日本で、近年モロッコによる漁獲が顕著であり、南

大西洋の主な漁業国は、スペイン・ポルトガル・日本・ナミビ

ア・ブラジル・南アフリカで、近年ガーナによる漁獲が顕著で

ある（ICCAT 2023a）。 

我が国の漁船は、熱帯域でのメバチを対象とした操業、温帯

域での大西洋クロマグロ等を対象とした操業において、本種を

混獲している。はえ縄漁業による我が国のヨシキリザメ水揚量

（漁獲成績報告書から集計：1994～2023 年）は、北大西洋の

資源（北資源）でおよそ 270～4,500 トン、南大西洋の資源（南

資源）でおよそ 180～3,500 トンの範囲で推移しており、近年

の水揚量は、北資源、南資源ともに 2000 年代初頭から大きく

増加した（表 1、図 1、2019～2023 年の平均水揚量、北資源：

2,369 トン；南資源：1,509 トン）。しかし最近年では、北資

源では 2018 年以降、南資源では 2019 年以降、水揚量が減少

に転じている。 

年 北資源 南資源 年計
1994 1,203 1,388 2,591
1995 1,145 437 1,582
1996 618 425 1,043
1997 489 506 995
1998 340 510 850
1999 357 536 893
2000 273 221 494
2001 350 182 532
2002 386 343 729
2003 558 331 889
2004 1,035 209 1,244
2005 1,729 236 1,965
2006 1,434 525 1,959
2007 1,921 896 2,817
2008 2,531 1,789 4,320
2009 2,007 981 2,988
2010 1,763 1,161 2,924
2011 1,227 1,483 2,710
2012 2,437 3,060 5,497
2013 1,808 2,255 4,063
2014 3,287 3,232 6,519
2015 4,011 2,277 6,288
2016 4,217 2,127 6,344
2017 4,444 3,112 7,556
2018 4,111 3,495 7,606
2019 3,740 2,338 6,178
2020 2,130 1,795 4,003
2021 1,608 1,327 2,935
2022 1,972 902 2,874
2023 2,396 1,182 3,578

表 1. 日本のヨシキリザメ（大西洋）の水揚量 

（1994～2023 年、トン）（データ：ICCAT 2023a） 
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維持し、同量で漁獲を行った場合、2033 年までに資源が持続

的に利用される可能性は 3％であることが示された（表 3）。

この結果を受け、2023 年の年次会合において、TAC を 30,000

トン（資源状態を 2033 年まで 60％の確率で神戸プロットの

グリーンゾーンに維持する漁獲量）に削減し、我が国の漁獲枠

は 3,055 トン（うち 43 トンは次回の資源評価までの間にモロ

ッコへ移譲予定）となった（ICCAT 2024）。南資源については、

南大西洋全体の TAC を 28,923 トン（国別割当の設定はなし）

とする保存管理措置が 2020 年から実施されていた。2023 年

の資源評価では、SS3 と JABBA の結果を合わせて将来予測を

行い、TAC を現行の値で維持した場合、資源量が急激に減少し、

BMSY の 20％未満になるリスクが示された。この結果を受け、

2023 年の年次会合において、TAC を 27,711 トン（資源状態を

2033 年まで 54％の確率で神戸プロットのグリーンゾーンに

維持する漁獲量：表 4）とし、主要漁獲国を対象に国別割当を

設定（我が国の漁獲枠は 1,520 トン）する旨の保存管理措置が

採択された（ICCAT 2024）。 

2022 年 11 月に開催された CITES 第 19 回締約国会議におい

て、本種（類似種規定による）を含むメジロザメ科のサメ類の

附属書 II への掲載が提案され、投票の結果、採択された。附属

書 II 掲載は 2023 年 11 月 25 日から発効し、本種の魚体、鰭等

を含む一切の派生物を貿易する際は、輸出国による輸出許可書

の発給が必要となり、公海域で採捕し自国に持ち帰る行為につ

いても証明書の事前発給が義務付けられた（海からの持込み）。

図 6. 大西洋ヨシキリザメの指標値 (B/Bmsy と F/Fmsy) の年変化（ICCAT 2023a） 

左：北大西洋、1971～2021 年、右：南大西洋、1971～2021 年。 

実線は JABBA（赤）と SS（青）で推定された中央値、薄い赤と青の領域は JABBA と SS で推定された 95％信頼区間を示す。 

図 7. SS 及び JABBA の結果を等ウェイトで統合して得られた北資源の神戸プロット（左図）と、南資源の

神戸プロット（右図）（ICCAT 2023a） 

青い点は最近年(2021 年)の推定値（中央値）、黒丸の軌跡は過去の推定値（中央値）、灰色の点は不確実性

を考慮して推定された 2021 年の値を示す。 

各背景の色は、資源状態が健全（緑）、過剰漁獲が行われている（橙）、乱獲状態（黄）、乱獲状態かつ過

剰漁獲が行われている状態（赤）を示し、円グラフは資源状態の割合（％）を示す。 

右軸と上軸の分布図は灰色の点から得られた頻度分布、赤色は中央値を示す。 
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ヨシキリザメ（大西洋）の資源の現況（要約表） 

海域 北大西洋（赤道以北） 南大西洋（赤道以南） 

世界の漁獲量 1 

（最近 5 年間） 

2.1 万～2.7 万トン 

最近（2023）年：2.5 万トン 

平均：2.3 万トン（2019～2023 年） 

3.1 万～3.9 万トン 

最近（2023）年：3.1 万トン 

平均：3.4 万トン（2019～2023 年） 

我が国の漁獲量 2 

（最近 5 年間） 

1,608～3,740 トン 

最近（2023）年：2,396 トン 

平均：2,369 トン（2019～2023 年） 

902～2,338 トン 

最近（2023）年：1,182 トン 

平均：1,509 トン（2019～2023 年） 

資源評価の方法 
統合モデル（SS3）および JABBA による 

解析 

統合モデル（SS3）および JABBA による 

解析 

資源の状態 

（資源評価結果） 

MSY：32,689 トン 

(30,403～36,465)3 

B2021 / BMSY：1.00 (0.75～1.30)3 

F2021 / FMSY：0.70 (0.50～0.93) 3 

2021 年の資源状態は、 

過剰漁獲ではなく、MSY 水準である 

MSY：27,711 トン 

(23,128～47,758)3 

B2021 / BMSY：1.29 (0.89～1.81) 3 

F2021 / FMSY：1.03 (0.45～1.55) 3 

2021 年の資源状態は、 

過剰漁獲であるが、乱獲状態ではない 

管理目標 検討中 検討中 

管理措置 

漁獲物の完全利用 

総漁獲可能量（TAC）：30,000 トン 

国別割当（日本）：3,055 トン 

漁獲物の完全利用 

総漁獲可能量（TAC）：27,711 トン 

国別割当（日本）：1,520 トン 

管理機関・関係機関 ICCAT、CITES ICCAT、CCSBT、CITES 

最近の資源評価年 2023 年 2023 年 

次回の資源評価年 未定 未定 

    1 水揚量と投棄量の合計値 
2 水揚量のみ 
3 SS3 と JABBA の結果を平均して得られた指標値の中央値と 95％信頼区間 

 


